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　武四郎が木版本として出版した『天塩日誌』は、安政４年

武四郎の北海道探検としては５回目にあたり、この年旧暦の４月から

　武四郎は石狩川河口から浜益港を経由して天塩川河口に至り、
天塩港で、米、ミソ、こうじ、タバコ、薬などといっしょに、縄、むしろ、
ござ、鍋などの宿営道具を用意しています。 川をたどるための
丸木舟は、武四郎が乗る舟と荷物用の２艘で、各 ２々人ずつのアイヌ
の人が乗り込みました。丸木舟は、不安定な舟ですが、扱いに慣れ
　たアイヌの人が巧みに川を遡りました。

　武四郎はそんな中で数百メートルごとに方位を計り、距離と地形
を記録しました。 このようにして書き留められた野帳は、命よりも大
切に違いなく激流の中でも、墨しかない当時を考えると、その野帳
を水から守るだけでも大変な苦労だったことが想像できます。
　「天塩日誌」は、それまで知られることのなかった蝦夷地最北端
の内陸部の様子を詳しく観察し、川の流れや、深さ、川岸の様子、
自然や生き物をアイヌ語地名とともに記しています。 そこにはアイヌ
の人々の生活の様子とともに、前人未踏の天塩川の自然を彷彿さ
せます。
　現在の川と見比べる時、当時の天塩川の姿がきっとよみがえる
ことでしょう。

天塩日誌

松浦　武四郎
ま つ   う ら　           　た け 　し　 ろ う

略年譜
りゃく ねん  ぷ
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●安政４年

●安政５年
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（１８４６）

（１８４９）

（１８５５）

（１８５６）

（１８５７）

（１８５８）

三重県一志郡須川村(現松坂市)に
生まれる１7歳から本格的に全国各地
をめぐる旅に出る。
東蝦夷地調査（第１回）

西蝦夷地調査（第２回）

千島等調査（第３回）

幕府より蝦夷地御用雇を命じられる

蝦夷地、樺太を調査（第４回）

石狩川、天塩川を調査（第５回）

東蝦夷地を調査（第６回）
江戸に住み始める

２８歳

２９歳

３２歳

３８歳

３９歳

４０歳

４１歳

●安政６年
　　　

●文久３年

●明治２年
　　
　

●明治３年

●明治２１年

（１８５９）
　　

（１８６９）
　
　

（１８７０）

（１８８８）

『東西蝦夷山川地理取調図』
等を完成

『天塩日誌』を出版

明治政府より蝦夷開拓御用掛
後に開拓判官を命じられる
道名・郡名等を建議する

官職を辞し江戸で出版や旅行の生活

東京神田の自宅で死去

４２歳

４６歳

　　
　　
５２歳

５３歳

７１歳松浦武四郎　肖像
　　　（北海道立文書館 所蔵）

（１８５７年）、今から１６０年前の天塩川の姿を記しています。 

5月にかけては石狩川、そして６月に天塩川を調査しています。

（１８６３）
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武四郎の見た天塩川は、現在へとつながっています。
■上流部
　

　天塩川の源流は、上川地方と網走地方の境界にまたがる

天塩岳から始まり、急傾斜を流れ落ちながら険しい山肌を

縫って流れます。上流部は、武四郎が天塩川の源流を探し

求めた当時のままの川の姿が見られます。岩尾内ダムから

士別市へと向かう流れは、武四郎が探査を試みた支流の剣

淵川と合流し、名寄盆地へと向かいます。

小さな丸木舟でゆく天塩川の流れは、
一歩 中に足を踏み入れると、
まさに原始の川の姿、そのままでした。

H i s t o r y  o f  t e s h i o  d i a r y

　武四郎の天塩川探査に要した日数は、往復で２４日間（安政４
年６月７日に出発、同月３０日天塩に帰着 ( 新暦では7月27日から8月
19日  ) 。 道らしい道はなく、終始川筋を舟で行くほかなく、河口も上流
も、自然のままの状態でした。川は洪水などで絶えずその様相が
変わり、流域ではアイヌの集落もまれで、行けども行けども人の背
丈をこえる密林と流木、倒木の中、おびただしい蚊やあぶに攻め
立てられる有様でした。
武四郎は、川筋をたどるかたちで、幌延、雄信内、中川と進み、

音威子府、美深を過ぎて名寄に着きます。 ここで名寄のアイヌの
小さな村を拠点とし、一度天塩川本流を離れ、支流の名寄川から
サンル川まで舟で進み、その川筋を遡りそこでアイヌの人たちから
幌内に出る道筋を教えられたといいます。
　そこから再び名寄に戻り、さらに本流を上って、剣淵川との合流
点に着きます。 剣淵川沿いの地形を見たあと、また本流を士別
方面へたどり、天塩川上流、その源近くの山に登り、遠く石狩と
北見境のチトカニウシ山や天塩岳を望んだといいます。　
帰途、天塩川は雨で増水し、一気に名寄、美深、音威子府へと
下り、５日間ほどで天塩に着いたようです。

武四郎、天塩川２４日間の足跡

恩根内テッシ
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北へ向かう大河、天塩川の現在の流れ

天塩川流域の姿
流域の概要

　日本最北の大河、天塩川はその源を北見山地の天塩岳（標
高１,５５７.６ｍ）に発し、北流しながらいくつかの狭窄（きょうさく）

mｋ０９５,５は積面域流 。すまいでい注に海本日、け抜を部 2、その
長さは２５６kmで、全国でも信濃川、利根川、石狩川に次ぐ大河
です。 また、流域の上流部は天塩岳道立自然公園、下流部は
利尻・礼文・サロベツ国立公園に指定され、緑豊かな自然と
動植物が見られる河川として知られています。
　南北に長い天塩川水系には、中心の天塩川本流に両側から
多くの支流が合流し、まるで鳥の羽のような形をしています。 
武四郎の天塩川探査でも、その合流する川１本１本を確認
する地図が残されています。

自然
　天塩川流域には約２００種の鳥類が生息しているものと思わ
れ、国の天然記念物に指定されているオジロワシなどの繁殖が
見られます。 また魚類相も豊富で、最も多いのはウグイ、フクドジ
ョウ、ハナカジカ等で、絶滅の恐れのあるイトウの生息も確認され
ています。 ほ乳類では、近年ヒグマの減少傾向がある一方、
キタキツネやエゾタヌキが多く生息しています。
　流域は北海道北部に位置しているため、低山地でも多くの
高山植物が見られます。 また６～７月の湿原では、ハマナス、
エゾスカシユリ、エゾカンゾウ、ノハナショウブなどの花が一斉に
咲き乱れて美しい風景を見せます。
　このような流域の自然の姿も武四郎の興味を引いたようで、
「天塩日誌」では１６０年前の天塩川流域の動植物の姿が生き
生きと描かれています。

オジロワシ エゾカンゾウ

｢東西蝦夷山川地理取調図｣より
（名寄市北国博物館蔵）

天塩川の河口付近から見た利尻島
｢天塩日誌｣より（名寄市北国博物館蔵）

■中流部

　天塩川の中流部は、武四郎が「一国ほどの広さがある」

と記した名寄盆地をゆるやかに流れていきます。武四郎

は、天塩川の支流名寄川上流をたどって途中のサンル川

まで探査しています。天塩川の名前の由来ともなり、す

ぐれた景観を有し、カヌーイストを魅了する露岸地形で

ある「テッシ」（簗のような岩）が多く存在する中流部

は、山間の平野といくつもの狭窄部を流れ、昔から交通

の難所として知られて来ました。

■下流部

　天塩川の下流部は、その流れを海に向かって大きく方向

を変えて進みます。武四郎のたどった頃の天塩川は、中下

流部に多くの屈曲部がみられました。天塩平野、サロベツ

原野など広大な平地を利用した畑作と酪農地帯が広がる

下流部は捷水路工事による多くの旧川が残されています。

また、汽水域である本川下流やサロベツ原野の沼では、

ヤマトシジミ漁が盛んです。
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